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門扉破損状況

施錠装置（スライドロックバー）破損
※原因者等不明

門扉補修箇所

約40～50m（作業範囲＋規制範囲）

作業①（1車線規制）実作業時間５分 作業②（1車線規制）実作業時間５分 作業③（全車線規制）実作業時間１分

約40～50m（作業範囲＋規制範囲） 約30m（作業範囲＋規制範囲）

夢洲コンテナターミナル線 門扉補修作に伴う道路規制等

門扉補修作業：平日１６時３０以降（作業時間約25～30分（規制切替時間含む） 作業手順（作業①～③）

施錠装置（スライドロックバー）の施錠確認に伴う
門扉閉鎖を実施するため、短時間ではあるが、全車
線の規制を行う必要がある。
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